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平成22年

10月24日㈰に松丸地区・吉野地区で秋祭りが行われました。（写真上）
11月３日㈬目黒地区秋祭りで牛鬼をかく中高生（写真下）

秋祭り2010
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森の国大運動会2010開催
スポーツで　心はひとつ　森の国まつの

　10月17日㈰に松野中学校のグラウンドで森の国大運動会が７年ぶりに開催されました。
　町発足55周年を迎えた松野町の「活力とうるおいに満ちたふる里づくり」の一環として実施された運動会に、大
勢の町民が参加して爽やかな汗を流しました。
　午前９時から各選手団の整列のもと開会式を行い、森田教育長の開会宣言、大会長の阪本町長、村尾議長のあい
さつのあと、スポーツ少年団の聖火が入場、続いて延野々の井上佳太朗君の力強い選手宣誓で競技を開始しました。
　競技は、高齢者と子どもによるちょい投げホイホイのほか、丸太切りやみんなでジャンプ、部落対抗リレーなど
17種目、各部落の選手が熱戦を繰り広げました。運動会の様子は町勢要覧にも掲載される予定で、取材のカメラに
たくさん人の姿が納められました。　
　閉会式終了後には盛大な餅まきが行われトラックの荷台からたくさんの
餅がまかれ、参加した人たちは最後まで楽しい時間を過ごしていました。

　

優　勝　　延野々
準優勝　　蕨　生
３　位　　豊岡後

食
べ
さ
せ
て
ョ
～

秋の滑床自然観察登山
　10月23日㈯、中央公民館主催で、秋の滑床自然
観察登山が行われました。
　この日は、さわやかな秋晴れとなり、町内外か
ら参加した滑床ファン15名が、滑床を愛する会の
会長藤井勝さんのガイドで、元気に赤滝山を目指
しました。
　コースは、鹿のコルから鬼が城、猪コルから八
面山、赤滝山付近で昼食をし、帰路は、八面山か
ら大久保山、猪のコル、鹿のコルへ秋の気配を感
じながら少し早い紅葉の山々を満喫しました。
　滑床渓谷は、四季折々違った表情を見せ、何度
訪れても登山客を気持ち良く受け入れてくれます。
　中央公民館では、春と秋に自然観察登山を行っ
ています。
　皆さんも自然観
察登山で滑床の魅
力を再発見してみ
ませんか。次回、
春の滑床登山に是
非ご参加ください。

ようこそ日本へ　卓球で国際交流
　10月15日から17日に
日本中国21世紀交流事
業が実施され、中国高
校生訪日団員21名が北
宇和高校を訪れました。
　訪日団員の一行は、
「カルミン」や「マドレ
―ヌ」製造の実習体験
や生徒会主催の座談会
で意見交換などを行いました。
　訪日団員の高校生は、松野町の３家庭にホームスティし、
滑床の散策や卓球部の皆さんとコミセンで卓球を行い爽やか
な汗を流し有意義な時間を過ごしました。
　今回のホストファミリーは、芝天さん（松丸）、松本良樹

さん（富岡）、橋本賢一さん（吉野）
のご家庭で、中国の高校生たちは、
心温まるもてなしに深い感動を表
していました。
　また、西小学校の新城圭吾君と
高田大輝君の２人が、ホームスティ
の高校生と中国語で自己紹介し小
さな国際交流を果たしました。

競技結果

ムカデ競走

ゴール

激　務

リ
レ
ー
　

　
　
頼
む
わ
よ
！
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吉
野
生
地
区

文
化
祭

《
展
示
部
門
》

　
11
月
２
日
㈫
・
３
日
㈬
の
２
日

間
、〝
つ
な
ご
う
人
の
和
　
森
の

国
文
化
祭
〞
を
テ
ー
マ
に
、
町
民

セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
森
の
国
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
文
化
協
会
会
員
ほ

か
皆
さ
ん
の
写
真
・
書
道
・
生
花
・

山
野
草
・
盆
栽
・
絵
画
・
押
花
絵

等
の
力
作
が
多
数
展
示
さ
れ
、
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
町
内
小
中
学
生
の
教
育
美

術
作
品
も
展
示
さ
れ
て
充
実
し
た

文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
日
に
は
、
ミ
ニ
茶
道
教
室
や

押
し
花
小
物
作
り
、カ
メ
ラ
講
座
、

書
道
体
験
教
室
を
は
じ
め
、
和
太

鼓
、
軽
音
楽
、
大
正
琴
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
会
場
を
訪
れ
た
皆
さ

ん
に
、
見
る
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
文
化
の
奥
深
さ

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、
生
活
研
究

協
議
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ミ
ニ
カ
フ
ェ
が
出
店
さ

れ
、
秋
晴
れ
の
爽
や
か
な

野
外
で
手
づ
く
り
の
ケ
ー

キ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
大
勢
の

人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

森
の
国
文
化
祭
２
０
１
０

森
の
国
文
化
祭《

芸
能
部
門
》

　
芸
能
大
会
は
、
３
日
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

鬼
城
太
鼓
保
存
会
の
演
奏
や
、
軽

音
楽
、
大
正
琴
、
津
軽
三
味
線
、

日
舞
、
オ
カ
リ
ナ
等
が
次
々
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
キ
ョ

ク
ヨ
ー
フ
ー
ズ
中
国
人
実
習
生
の

皆
さ
ん
が
、
華
や
か
な
衣
装
で
お

国
自
慢
の
歌
舞
を
披
露
し
、
観
客

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
芸
能
大
会
終
了
後
に
は
、
餅
ま

き
が
行
わ
れ
文
化
祭
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

吉
野
生
地
区

文
化
祭

　
吉
野
生
公
民
館
・
交
流
促
進
セ

ン
タ
ー
で
は
、
６
日
㈯
７
日
㈰
に

吉
野
生
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
東
小
学
校
児
童
作
品
展
や
一
般

の
皆
さ
ん
の
、
書
道
、
山
野
草
、

生
花
、
押
し
花
絵
、
写
真
、
木
工

作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
日
㈰
に
は
、
公
民
館
前
で
吉

野
生
フ
ェ
ア
が
開
か
れ
、
農
林
公

社
の
花
苗
、
新
鮮
な
ア
イ
ス
プ
ラ

ン
ト
の
販
売
を
は
じ
め
、
生
活
研

究
グ
ル
ー
プ
の
手
作
り
食
品
、
女

性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
う
ど
ん
、
お

寿
司
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
芸
能
大
会
は
、
保
育
園
児
の
踊

り
や
一
般
の
皆
さ
ん
の
カ
ラ
オ

ケ
、
日
舞
、
詩
吟
の
発
表
や
オ
カ

リ
ナ
演
奏
、
鬼
城
太
鼓
等
に
盛
ん

な
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
民
館
長
さ
ん
、
分
館

長
さ
ん
ら
男
性
有
志
６
人
の
飛
び

入
り
ダ
ン
ス〝
私
の
彼
は
左
利
き
〞

が
披
露
さ
れ
文
化
祭
に
花
を
添
え

ま
し
た
。

　
芸
能
大
会
終
了
後
交
流
促
進
セ

ン
タ
ー
で
餅
ま
き
大
会
が
行
わ

れ
、
大
勢
の
人
が
文
化
祭
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

男性有志のダンス

児童作品展

訓
練
用
消
火
器
・

消
火
訓
練
用
的
購
入

平
成
22
年
度
民
間
防
火
組
織
等
の
防

火
・
防
災
普
及
啓
発
推
進
事
業
で

　
こ
の
度
、
㈶
日
本
防
火
協
会
の

助
成
事
業
に
よ
り
訓
練
用
消
火
器

及
び
消
火
訓
練
用
的
を
整
備
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
宝
く
じ

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、

民
間
防
火
組
織
等
の
育
成
強
化
を

図
る
た
め
の
助
成
を
行
い
、
災
害

に
強
い
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
訓
練
用
消
火
器
等
は
、
各
地
区

自
主
防
災
会
に
配
布
し
、
各
種
防

災
訓
練
等
で
多
く
の
方
々
に
訓
練

を
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

よ
り
一
層
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
防

火
防
災
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

三味線演奏

中国人実習生歌舞
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宇和島地区広域事務組合財政状況の公表

　宇和島地区広域事務組合財政状況の公表に関する
条例により、平成22年４月１日から平成22年９月30
日までの上半期における当組合財政状況を，次のとお
り公表します。
　　平成22年10月29日
　　　　　　　　　　　　宇和島地区広域事務組合

組合長　石　橋　寛　久

歳　      　入 歳　     　出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

1.分担金及び負担金 2,471,224 1,382,601 1.議 会 費 810 32

2.使用料及び手数料 51,117 20,833 2.総 務 費 103,351 53,064

3.国庫支出金 30,705 0 3.民 生 費 1,059,470 378,927

4.県支出金 215,534 105,523 4.衛 生 費 594,092 129,379

5.市町支出金 466,238 226,136 5.土 木 費 21,752 9,000

6.寄 附 金 50 1,285 6.消 防 費 1,263,937 605,840

7.繰 越 金 13,701 222,688 7.公 債 費 201,840 100,767

8.諸 収 入 5,383 3,492 8.予 備 費 20,000 0

9.組 合 債 11,300 0

合　　計 3,265,252 1,962,558 合　　計 3,265,252 1,277,009

    

  歳          入 歳　       出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

1.使用料及び手数料 5,586 2,137 1.と 畜 場 費 12,894 5,396

2.繰 入 金 7,306 0

3.繰 越 金 1 0

4.諸 収 入 1 0

合　　計 12,894 2,137 合　　計 12,894 5,396

      

歳　      入 歳        　出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

1.財産収入 6,051 4,250 1. ふるさと市町村圏   基金事業費 1,006,052 2,126

2.繰 入 金 1,000,000 0

3.繰 越 金 1 14,132

合　　計 1,006,052 18,382 合　　計 1,006,052 2,126

歳　     入 歳       　出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

1.サービス収入 2,685,990 943,324 1.サービス事業費 2,884,034 1,270,025

2.使用料及び手数料 84,596 35,526 2.施設整備費 109,390 1,543

3.市町支出金 682 0 3.公 債 費 214,628 107,314

4.財産収入 1 199

5.寄 附 金 1 1,440

6.繰 入 金 282,383 0

7.繰 越 金 152,010 333,427

8.諸 収 入 2,389 2,695

合　　計 3,208,052 1,316,611 合　　計 3,208,052 1,378,882

種　　類 区　　　分 平成22年９月30日現在

公有財産
土         地 190,540.65㎡

建　　　物 42,002.72㎡

基　　金
ふるさと市町村圏基金 1,000,000千円

介護保険事業特別会計施設整備基金 755,256千円

会計別 目　的　別 借　入　先

一般会計

民 生 債 114,340 政府資金

衛 生 債 48,548 政府資金

土 木 債 530,916 政府資金、市中銀行他

消 防 債 410,272 市中銀行、共済組合

小　計 1,104,076

特別会計
介護保険施設債 1,376,967 政府資金、公庫

小　計 1,376,967

計 2,481,043

一般会計予算の執行状況 (単位：千円)

と畜場特別会計予算の執行状況

ふるさと市町村圏基金事業特別会計予算の執行状況

介護保険事業特別会計予算の執行状況

財産の概要

組合債の現在高（平成22年９月30日現在）(単位：千円) (単位：千円)

(単位：千円)

(単位：千円)
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国勢調査
　本年の国勢調査は、皆様のご協力のおかげで無事に実施することができ

ました。

　大正９年から実施している国勢調査は、今年でちょうど90年目でした。

　偶然にも、先日、富岡の伊藤富子さん方で、第１回調査時の貴重な資料

が見つかりましたので、ご紹介します。

　写真の記念章は当時の調査員へ贈呈されたもので、国勢調査が当時から

人口や世帯の実態を明らかにする大変重要な調査であり、　歴史あるもので

あることを再確認できました。

　ご協力まことにありがとうございました。

大正９年の第１回国勢調査　記念章

製造事業所の皆様

工業調査に
ご協力お願いします
　経済産業省では、工業統計調査を

平成22年12月31日現在で実施します。

　本調査は、製造業を営む事業所を

対象として毎年実施し、その活動実

態を明らかにすることを目的として

調査します。

　調査結果は国や地方公共団体の行

政施策の重要な基礎資料として使わ

れるほか、大学や民間の研究資料、小・

中・高等学校の教材など、広く利用

されます。

　調査をお願いする製造事象所には、

本年12月から来年１月にかけて、調

査員がお伺いしますので、年末年始

の大変お忙しい時期と存じますが、

ご協力をお願いします。

経済産業省・愛媛県・松野町

  

うまい話には、ウラがある･･･
●マルチ商法について
　 　マルチ商法とは、もうかるからと商品の販売組織に誘い、商品
を購入させ、次々に組織への加入者を増やしていくと利益が得ら
れるというものです。法律では「連鎖販売取引」と言い、最近で
は「ネットワークビジネス」とも呼ばれています。

●マルチ商法の問題点
　 　マルチ商法は、「簡単で高収入。商品を買って、友達に紹介する
だけでいい」などと言葉巧みに勧誘します。いざ会員になって強
引な勧誘をすると、人間関係を壊したり、責任を問われる場合も
あり注意が必要です。

　 　愛媛県では、若者に対して「イベントに行かないか」などと勧誘
目的を告げず、マンションの一室で連鎖販売の取引に係る勧誘をし
たとして、当該業者に行政処分を行ったところです。

●被害にあわないために
☆ 簡単に高収入を得られる保証はありません。契約内容や仕組みを
しっかり確認しましょう。

☆友人・知人からの勧めでも、冷静に判断しましょう。
☆ マルチ商法は、特定商取引法により「連鎖販売取引」として規制

されています。契約書面を受け取ってから20日
以内であれば、クーリング・オフできます。
☆ 何か心配なことがありましたら
　下記の相談窓口までご相談ください。

【消費生活に関する相談窓口】
　松野町産業振興課　　　　☎42－1116
　愛媛県消費生活センター　☎089－925－3700

《「多重債務者無料相談会」のお知らせ》
　愛媛県では愛媛県弁護士会及び愛媛県司法書士会と共同で無料相
談会を開催します。
　借金問題は必ず解決できます。この機会に、ご相談ください。

（事前予約制）
開 催 日 会　　場 時　間 予　約　先
12月13日㈪
12月14日㈫

愛媛県女性総合センター
（松山市山越町450番地）

10：00
　　～ 16：00

愛媛県消費生活センター
089－926－2603

12月15日㈬ 東予地方局西条庁舎
（西条市喜多川796-1）

東予地方局総務県民課
0897－56－1300（内208）

12月16日㈭ 南予地方局宇和島庁舎
（宇和島市天神町7-1）

南予地方局総務県民課
0895－22－5211（内208）

困ったとき
は、

　　ピピッ
と相談！
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―
戦
国
馬う
ま

屋や

の
復
元
体
験
会
を
実
施
―

伊
予
美
人
ラ
イ
ブ
16

河
島
翔
馬

「
一
期
一
会
」

　
10
月
30
日
、
元
伊
予
美
人
酒
蔵

で
河
島
翔
馬
さ
ん
を
招
い
て
16
回

目
と
な
る
伊
予
美
人
ラ
イ
ブ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
島
さ
ん
は
、
父
・
故
河
島
英

五
さ
ん
の
供
養
と
し
て
以
前
も
四

国
八
十
八
ヶ
所
を
巡
る
ラ
イ
ブ
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
鬼
北
町
や
愛

南
町
な
ど
県
内
各
地
を
訪
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
伊
予
美

人
ラ
イ
ブ
が
初
の
松
野
町
公
演
と

な
り
ま
し
た
。

　
ス
ス
キ
や
秋
の
草
花
で
彩
ら

れ
、
雰
囲
気
た
っ
ぷ
り
の
ス
テ
ー

ジ
に
河
島
さ
ん
が
登
場
。
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ
ン
グ

や
楽
し
い
ト
ー
ク
で
会
場
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
終
盤
の
「
元
気
だ
し
て
ゆ
こ
う
」

で
は
、
観
客
と
共
に
合
唱
し
、
最

後
は
英
五
さ
ん
の
名
曲
「
酒
と
泪

と
男
と
女
」、
翔
馬
さ
ん
作
詞
作

曲
の
「
情
熱
の
証
」
で
し
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　
伊
予
美
人
ラ
イ
ブ
で
は
、
こ
れ

か
ら
も
酒
蔵
と
い
う
空
間
で
音
楽

を
楽
し
め

る
機
会
を

創
っ
て
い
き

た
い
と
考

え
て
い
ま

す
。
次
回
の

ラ
イ
ブ
は
、

来
年
初
夏

頃
の
予
定

で
す
。
お
楽

し
み
に
。

　
10
月
31
日
㈰
、
河
後
森
城
跡
の

西
第
十
曲く
る

輪わ

に
お
い
て
整
備
し
て

い
る
馬
屋
の
内
装
を
復
元
す
る
体

験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は

吉
野
在
住
の
松ま
つ

身み

稔み
の
るさ
ん
で
、
長

年
の
大
工
と
し
て
の
技
術
を
用
い

て
、
戦
国
時
代
の
絵え

巻ま
き

物も
の

や
専
門

家
の
意
見
を
参
考
に
復
元
作
業
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
む
か
し
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
戦

国
時
代
当
時
の
馬
屋
で
は
、
①
板

を
敷
い
た
上
で
馬
が
飼
わ
れ
て
い

た
こ
と
、
②
馬
の
お
な
か
を
綱つ
な

で
つ

り
上
げ
る
た
め
の
梁は
り（
天
井
近
く
で

横
に
通
す
柱
）が
か
け
て
あ
っ
た
こ

と
、
③
近
く
に
生
き
た
猿さ
る

が
つ
な
い

で
あ
っ
た
こ
と
等
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
以
上
の
う
ち
、
今
回
は
①
の
板

敷
き
と
②
梁
の
設
置
を
行
い
ま
し

た
。

　
当
日
は
残
念
な
が
ら
朝
か
ら
強

い
雨
が
降
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

松
身
さ
ん
の
ご
指
導
に
よ
り
、
戦
国

馬
屋
の
部
分
復
元
が
無
事
に
完
成

し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
史

跡
現
地
で
の
復

元
体
験
を
行
っ

て
い
く
予
定
で

す
の
で
、
ま
た

の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
葛
　
句
　
会
　
八
月
例
会
句
会
　
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

野
の
風
を
聴
く
牛
の
瞳
に
秋
の
空 

伊
藤
　
富
子

萩
咲
く
や
一
人
暮
し
の
妹
の
庭 

岡
本
　
京
子

吾
が
子
に
も
水
た
っ
ぷ
り
と
秋
彼
岸 

金
谷
　
重
子

萩
の
道
笠
を
あ
み
だ
に
遍
路
行
く 

金
谷
　
恵
子

今
は
手
に
あ
ま
る
畑
や
猫
じ
ゃ
ら
し 

金
谷
　
文
恵

萩
の
花
た
わ
わ
に
咲
け
り
祠
か
な 

木
下
三
千
恵

父
を
恋
ふ
母
の
面
影
曼
珠
沙
華 

駒
山
　
忠
夫

大
島
の
石
切
る
音
や
秋
め
け
り 

谷
　
き
よ
し

遊
歩
道
萩
の
花
咲
く
斜
め
崖 

谷
口
ま
さ
こ

一
陣
の
風
舞
ひ
消
ゆ
る
逆
さ
萩 

布
　
　
久
光

百
選
の
水
に
な
だ
れ
て
萩
の
花 

布
　
　
康
江

萩
咲
い
て
じ
ゃ
れ
る
子
猫
の
隠
れ
床 

ひ
の
た
い
ら

栗
飯
の
湯
気
立
つ
を
ま
づ
仏
前
に 

正
木
　
玲
子

病
床
の
膳
に
一
片
月
の
詩 

松
田
　
文
子

逝
く
友
の
黄
泉
へ
の
道
や
曼
珠
沙
華 

森
田
　
す
み

か
た
ま
っ
て
咲
い
て
さ
び
し
き
彼
岸
花 

山
下
ス
ミ
子

切
り
た
ち
し
崖
に
盛
り
の
萩
の
群 

行
定
キ
ヨ
ノ

　
吉
　
野
　
句
　
会
　
八
月
例
会
　
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

転
び
し
子
笑
っ
て
起
き
て
天
高
し 

赤
松
　
午
子

一
陣
の
風
に
華
や
ぐ
秋
桜 

稲
谷
キ
ミ
子

教
え
子
も
恩
師
も
白
髪
菊
日
和 

上
田
み
ち
子

秋
う
ら
ら
庭
池
覗
く
鷺
一
羽 

岡
本
　
三
葉

わ
が
傘
に
迷
ひ
入
り
た
る
秋
の
蝶 

菊
澤
　
大
和

燃
え
尽
き
て
茎
並
び
ゐ
る
曼
珠
沙
華 

竹
内
サ
ダ
子

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
二
年
十
月
投
句
分
）

秀
　
作

《
不
器
男
記
念
館
》

山
の
影
山
に
落
と
し
て
今
朝
の
秋 
鬼
北
町
　
宮
崎
き
く
を

佳
　
作

《
不
器
男
記
念
館
》

名
月
や
句
会
を
終
へ
し
帰
り
道 

鬼
北
町
　
松
田
ツ
ル
子

ひ
と
り
聞
く
夜
半
の
雨
や
紅
葉
宿 

鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

《
虹
の
森
公
園
》

夭
折
の
不
器
男
偲
べ
る
岩
き
き
ょ
う 

東
温
市
　
道
満
　
光
子

見
舞
客
見
送
る
窓
に
秋
の
風 

鬼
北
町
　
松
田
ツ
ル
子

さ
わ
や
か
や
ペ
ン
ギ
ン
散
歩
を
囲
む
人 

鬼
北
町
　
大
川
　
眺
春

牧
の
牛
ひ
と
日
は
じ
ま
る
露
の
中 

八
幡
浜
市
　
井
上
テ
イ
コ
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日　時　平成22年12月12日㈰　10：00～14：00
場　所　愛媛県宇和島高等技術専門校内
内　容
　１、木工クラフト科訓練作品の展示即売
　　・木工クラフト品・家具類
　２、ソーイングオペレーション科訓練作品の展示即売
　　・縫製品・手芸品
　３、技能体験サービス
　　・木工クラフト科･･･ウッド・カーリング
　　・ソーイングオペレーション科･･･おしゃれマスク
　４、職人木質展
　　・木工クラフト科修了生による作品展
　５、親子ふれあいコーナー
　　・木の玉プール、積み木、ドミノであそぼう
　６、中小企業労働相談（無料）
　７、軽食コーナー
　　・南予地方の特産品と飲食物

技能市場　なんよ　開催
今年とれたての新鮮な技能が、南予の宇和島に集まった お

さ
か
な
館
だ
よ
り

第
一
一
三
章　

金
魚
コ
ー
ナ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
大
人
気
の
金
魚
コ
ー
ナ
ー

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。 

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
玉
は
、
直
径

1.5
ｍ
の
円
形
水
槽
２
基
で
す
。
某

所
か
ら
の
ご
好
意
で
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
10
数
年
以
上
前

に
作
ら
れ
た
水
槽
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
現
役
で
十
分
使
用
で
き
ま
す
。 

　
ク
レ
ー
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

よ
る
と
３
０
０
〜
４
０
０
㎏
あ
る
ら

し
く
、
搬
入
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

搬
入
し
て
か
ら
も
、
ろ
過
シ
ス
テ

ム
を
金
魚
に
あ
わ
せ
て
作
り
変
え
、

試
運
転
し
た
と
こ
ろ
、
水
が
漏
り

だ
し
、
防
水
シ
ー
ル
を
す
べ
て
や

り
直
し
た
り
と
す
ぐ
に
公
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
水
槽
の
中
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
か

ら
日
本
に
里
帰
り
し
た
「
ブ
リ
ス

ト
ル
朱
文
金
」
と
、
土
佐
金
と
並

ぶ
四
国
の
地
金
魚
「
四
国
オ
ラ
ン

ダ
獅
子
頭
」
が
優
雅
に
泳
い
で
い

ま
す
。
新

し
く
な
っ

た

金

魚

コ
ー
ナ
ー

に
是
非
お

越
し
く
だ

さ
い
。

里親になりませんか

　里親とは、さまざまな事情により、自分の家庭で生活するこ
とができなくなった子どもを家庭に迎えて愛情を込めて養育し
てくださる方のことです。
　里親制度は、児童福祉法に基づいて里親になることを希望す
る方に子どもの養育をお願いする制度で、里親手当の支給等が
あります。
　県は、里親になっていただける方を求めています。
　里親のことにつきましては、愛媛県南予児童相談所にご相談
ください。

里親申込窓口　〒798－0060　宇和島市丸之内３－１－19
　　　　　　　愛媛県南予児童相談所　☎0895－22－1245

　
10
月
29
日
㈮
、
八
幡
浜
市
で
南
予
地

区
同
和
教
育
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
就
学
前
・
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
等
・
社
会
教
育
部
に
分
か
れ
、「
す
べ
て

の
住
民
が
差
別
の
現
実
に
深
く
学
ぶ
、
同
和
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
へ
の
明
る
い
展
望
を

持
ち
、
地
域
課
題
と
し
て
主
体
的
に
取
り
組
む
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。」
を
研
究
主
題
に
、
各
会
場
で
の
公
開
保
育
、

授
業
参
観
、
実
践
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
社
会
教
育
部
会
で
は
、
宇
和
島
南
中
等
教
育
学

校
教
諭
繁
桝
義
一
氏
の
「
人
間
へ
の
ま
な
ざ
し
、
社
会
へ
の

ま
な
ざ
し
」
と
題
し
た
、
人
権
の
歌
の
ギ
タ
ー
演
奏
を
織
り

ま
ぜ
た
講
演
や
実
践
報
告
が
あ
り
、
各
地
域
で
同
和
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
や
、

学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
差
別

事
象
が
な
く
な
っ
て
い
な
い
現
実
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
ご
と
で
は
な
く
、
差
別
に
気
づ
き
自
ら
の
こ
と
と
し
て

捉
え
、
今
後
も
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
実
感
し
た
研
究
協
議
会
で
し
た
。

教
育
課
人
権
・
同
和
教
育
係
長
　
金
谷
　
和
子

南
予
地
区
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会

人
権の広場

『標準営業約款制度[Sマーク]
をご存じですか！』

厚生労働大臣認可

　標準営業約款制度は、
法律で定められた消費者
（利用者）擁護に資する
ための制度です。
　厚生労働大臣認可の約
款に従って営業すること
を登録した、「理容店」、

「美容店」、「クリーニン
グ店」、「めん類飲食店」、

「一般飲食店」では、店
頭にＳマークを掲げてい
ます。登録店は、安全・
清潔・安心を約束する信
頼できるお店です。

詳しくは、㈶愛媛県生活衛生営業指導センター
☎089－924－3305までお問い合わせください。

愛媛エイズ予防週間
12月1日㈬～7日㈫

愛媛エイズ週間にあわせ、
夜間相談と検査を実施します。

（相談・検査は無料・匿名で受けられます）

○夜間検査期間：12月１日㈬17：00～19：30
○場　　所：南予地方局１階(宇和島保健所)
○問合せ先：☎0895－22－5211　内線257
　　　　　　　宇和島保健所　感染症対策係

※通常の検査は、毎週火曜日(10時～11時)
　宇和島保健所で実施しています。

問合せ先　愛媛県宇和島高等技術専門校
　　　　　宇和島市柿原神の前1712
　　　　　☎0895－22－3410
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松野町
消費生活相談窓口
0895－42－1116
(松野町役場産業振興課)

◆
と
　
き
　
12
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　
松
野
町
　
町
民
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
　
婦
人
室
　
　

◆
内
　
容
　
行
政
に
関
す
る
苦
情

　
　
　
　
　
や
要
望

◆
相
談
員
　
有
馬
節
男
（
行
政
相

　
　
　
　
　
談
委
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
12
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　
松
野
町
　
町
民
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
　
老
人
室

◆
内
　
容
　
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

◆
相
談
員
　
民
生
児
童
相
談
員

◆
相
談
料
　
無
料

　﹇
行
政
相
談
﹈

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　﹇
心
配
ご
と
相
談
﹈

農
業
委
員
会
だ
よ
り

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
せ
ん
か

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
総
合

専
門
の
週
刊
紙
で
、
農
業
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
わ
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
稲
作
は
じ
め
、
野
菜
の
生
産
販

売
に
関
す
る
こ
と
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
、
料
理
や
食
育
な
ど

幅
広
い
内
容
で
家
族
全
員
が
楽
し

め
る
記
事
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
全
国
47
都
道
府
県
支

局
の
県
版
・
地
方
版
も
あ
り
、
こ

ち
ら
で
は
地
域
の
元
気
で
特
徴
あ

る
明
る
い
話
題
や
地
域
独
自
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
農
業
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
購

読
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
発
行
は
、
毎
週
一
回
金
曜
日
、

購
読
料
月
額
６
０
０
円
（
送
料
込

み
）
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
農

業
委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

︻
問
合
せ
先
︼

　
松
野
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
42
・
１
１
１
６

作品テーマ： 農業や農村の生活・習慣・
施設等全般 

応募資格：県内在住の方 
締め切り：平成23年４月30日（必着） 
審　　査：平成23年５月中旬   
発　　表： 入賞者に直接通知するほか水

土里ネット愛媛ホームページ
に掲載します。

賞
最優秀賞（１点）
　賞状・副賞（商品券３万円相当)
優秀賞（３点）
　賞状・副賞 （商品券1万円相当）
佳　作（若干名）
　賞状・副賞（商品券5千円相当） 
特別賞（若干名）
　賞状・副賞（商品券５千円相当）

お問合せ先及び応募先
〒790-0064　松山市愛光町1-24（県土連ビル）
愛媛県土地改良事業団体連合会（水土里ネット愛媛）

☎089－927－7000
郵送または、Eメールでご応募ください
E-Mail:somu@ehimedoren.or.jp
詳しくは、水土里ネット愛媛ホームペー
ジをご覧ください。
http://www.ehimedoren.or.jp
主催：農業農村整備事業推進実行委員会
後援： 水土里ネット愛媛・愛媛県農村振興技術

連盟・農業農村工学会えひめ水土里部会

農業農村整備写真コンテスト

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　
婦
人
会
で
は
、
お
正
月
を
彩
る

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

を
開
き
ま
す
。
　

　
新
年
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い

松
や
葉
牡
丹
、
千
両
、
菊
、
南
天

な
ど
を
あ
な
た
の
感
性
で
楽
し
く

活
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
只
今
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま

す
。

日
　
時
　
12
月
28
日
㈫

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時
ま
で

場
　
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー
研
修
室

参
加
費
　
一
人
　
１
、０
０
０
円

定
　
員
　
20
名
（
先
着
順
）

︻
問
合
せ
先
︼

　
教
育
委
員
会
（
金
谷
）

　
☎
42
・
１
１
１
８

　
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

最低賃金改正のお知らせ
平成22年10月27日から愛媛県最低賃金は、

１時間　644円　です。
□最低賃金についてのお問い合わせ先
　愛媛労働局　賃金室　　（☎089－935－5205）
　宇和島労働基準監督署　（☎22－4655）

参
加
者
募
集

◆消費者トラブルのご相談は消費生活相談窓口へ！

収入が減り、クレ
ジットやローンの返
済で困っている。

注文もしていないのに、
北海道からカニや昆布
を送りつけられた。

毎週火曜日は
専門相談員がご相談に応じます。
＊相談時間　８時30分～ 17時

一人で悩まず
ご相談ください！

電話で「配当が高い、必ず
上場する」と言われ未公開
株を購入したが、業者と連
絡が取れなくなった。

気づかないうちにゲーム
サイトから出会系サイト
に登録し、高額なポイン
ト料金を請求された。

パソコンでインターネット
をしていたら、アダルトサ
イトの登録完了画面が５分
おきに出るようになった。

訪問販売の業者に排水
管の洗浄をしてもらっ
たが、基礎柱が腐って
いるので、補修しない
と危ないと言われた。

作品募集
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松野町健康づくり計画 その５

　今回は、・・「地域のちからで守ろう！私たちの健康！～住民が主役！みんなで支え合う地域づくり」
～について説明します。

　松野町では、昭和47年頃から、宇和島保健所や農村医学センターの協力のもと、「地区の中にどんな健康問題があ
るのか」を明らかにするため、目黒地区、蕨奧地区をモデル地区とした健康診断、水質検査や住民の健康意識アンケー

トなどを実施しました。

　健康診断結果の分析や、アンケート調査結果を基に、その地区ごとの課題を分析する中で、自分達の地区の健康

問題を皆で考えようと、10地区それぞれに健康づくりのための地区組織（保健推進会等）が誕生しました。
　「自分達の健康は自分達で守ろう」、「保健所や健診団体など関係機関と連携を取りながら、健康を守る活動を続け

よう」を目的に、毎年総会を開き、事業実施報告や事業計画を確認し、健康づくりについて話し合いの場を作って

きました。

　現在も、区長さんや、組長さんを中心に、保健福祉課、町民課と協働しながら健康診断や健康学級を地区ぐるみ

で実施しています。

　その成果もあり、健康診断や各種がん検

診の受診率も上がっています。

　松野町では、現在、第４次松野町長期計

画（平成17年度～平成26年度）を策定しそ
の推進に取り組んでいます。

　この計画は、地区ごとに、健康づくりを

はじめ、安全・安心な地域づくりや、伝統

文化の継承、高齢者の見守り、自然や生活

環境の保全など幅広く地域の目標が定めら

れており、地区ぐるみで目標達成に向けて

取り組みを進めています。

　また平成21年度に策定した「森の国まつ
の健康づくり計画」と連動させながら個人

や家族、地域、行政が力を合わせて健康を

守る活動を推し進めたいと考えています。

　

★行政ができることとして、次のことを掲げています★

各地区保健推進会

家庭・地域

地区公民館 食生活改善推進協議会

民生委員会

宇和島保健所

老人クラブ

松野町中央診療所

包括支援センター

町内歯科医院

松野町隣保館
松野町ふれあいセンター 商工会 行政

社会福祉協議会

各地区区長
（健康づくり会長）

松
丸
地
区
保
健
推
進
会

延
野
々
地
区
保
健
推
進
協
議
会

豊
岡
後
地
区
保
健
推
進
会

豊
岡
前
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

富
岡
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
会

上
家
地
地
区
保
健
推
進
会

目
黒
地
区
保
健
推
進
会

吉
野
生
地
区
保
健
推
進
会

健康づくり組織図

支援体制図

● 健康診断結果など、地域の中にどういう問題があるかその結果を住民に返していき、問題点を地域とともに共
有し、解決策をみんなで話し合います

●小さな健康学級やグループ活動などの場を作りみんなの声を出しやすくします。

●宇和島保健所をはじめ、関係機関との連携を深め、地区組織活動が主体的な活動になるよう支援します。

● より生活に密着した地区活動単位の行動目標と、町の健康づくり計画とを連動させることにより、住民にわか
りやすく充実した活動が実現できるよう支援します。
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準
特
選

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

三
宮
　
信
好
（
室
戸
市
）

「
水
の
戯
れ
」

長
山
　
佳
弘
（
土
佐
市
）

森
の
国
賞井

上
　
　
忠
（
松
野
町
）

　
　
　
大
山
　
秀
人
（
東
温
市
）

佐
川
　
支
郎
（
松
山
市
）

　
　
　
白
石
　
　
知
（
今
治
市
）

　
　
　
中
川
　
和
雄
（
高
松
市
）

ぽ
っ
ぽ
温
泉
賞

安
野
　
哲
也
（
高
知
市
）

谷
口
　
光
明
（
松
野
町
）

平
野
　
孝
一
（
松
野
町
）

藤
長
信
太
郎
（
八
幡
浜
市
）

　
　
　
町
田
　
達
男
（
香
南
市
）

森の国の夏祭り第３回フォトコンテスト

第
21
回

水
着
モ
デ
ル
撮
影
会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

松
本
　
隆
平
さ
ん
　
特
選
　

　
滑
床
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
、

８
月
１
日
に
行
わ
れ
た
第
21
回
滑

床
水
着
モ
デ
ル
撮
影
会
（
滑
床
写

遊
主
催
）
の
作
品
を
対
象
に
し
た

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
愛
媛
新
聞
社
で
の
厳
正
な
審
査

が
終
了
し
、
応
募
作
品
88
点
の
中

か
ら
、
最
優
秀
の
推
薦
に
松
本
隆

平
さ
ん
（
松
山
市
）
の
「
サ
マ
ー

リ
ゾ
ー
ト
」
次
点
の
特
選
に
は
、

高
橋
信
行
さ
ん
（
伊
予
市
）
の
「
気

持
ち
い
い
光
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
８
月
に
行
わ
れ
た
撮
影
会
に

は
、
四
国
管
内
か
ら
70
名
の
ア
マ

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
参
加
し
、

真
夏
の
滑
床
で
撮
影
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
ぽ
っ
ぽ
温
泉
や

森
の
国
ホ
テ
ル
、
町
民
セ
ン
タ
ー

の
ロ
ビ
ー
な
ど
で
展
示
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

推
　
薦

「
サ
マ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」

松
本
　
隆
平
　（
松
山
市
）

特
　
選

「
気
持
ち
い
い
光
」

高
橋
　
信
行
（
伊
予
市
）

　「森の国の夏祭り2010」フォトコンテストの審査会が10
月22日におこなわれ、犬飼恵俊氏の審査により、過去最
高55点の応募作品の中から11点の入賞作品が決定しまし
た。

　総評として「第３回のコンテストで、非常にレベルが

上がってきており、田舎ならではの身近な祭りの雰囲気

をイメージさせるような作品の中から、特に素晴らしいも

のを選ばせてもらいました。最高位となる推薦の作品は、

おそらく、花火を見上げていると連想させる浴衣を着た

３人の子どもたちの表情を、実によくとらえた作品でした。

優秀な作品が多く選考に苦労があったため、審査員特別

賞を３点選ばせていただきました。」というコメントをい

ただきました。

　来年の森の国の夏祭りにも、フォトコンテストを予定し

ています、たくさんの応募をお待ちしています。

【入賞結果】（敬称略）
推薦（１点）
　「楽しい夏祭りの夜」 白石　信夫（宇和島市）

特選（１点）
　「クライマックス」 樋口　良夫（宇和島市）

準特選（２点）
　「盆踊りは楽し」 薬師寺孝男（鬼北町）

　「ミッドサマーヒート」 松本　隆平（松山市）

松野町商工会賞（４点）
　「熱演」 浦田　耕作（宇和島市）

　「祭りの父子」 川添　明美（宇和島市）

　「陶酔Ⅱ」 岡村　恭子（宿毛市）

　「夏祭りオープニングを待つ人々」 井上　　忠（松野町）
審査員特別賞（３点）
　「森の国の妖精」 仲川　幸延（宇和島市）

　「光の舞」 平石吉三郎（宇和島市）

　「夕涼み」 岡田　輝夫（西予市）

推薦　「楽しい夏祭りの夜」 特選　「クライマックス」 準特選　「盆踊りは楽し」 準特選　「ミッドサマーヒート」



２０１０.12月

11

  

平成23年度保育園入園申し込みは、12月14日までに

平成23年度 なないろキッズ（児童クラブ）入会申込について

申し込み受付12月１日㈬～ 12月14日㈫

【入園基準】
　町内に住む児童で、保護者が次のいずれかの理由
のために家庭で保育できない場合
○昼間仕事をしている。
○ 出産、病気中または心身障害者である。（出産が理由
の場合は出産前後８週間のみの保育となります。）
○長期間病人や障害者の看護などをしている。

○ 災害を受け復旧にあたっている。
　実態調査をして家庭保育が難しい程度
の順に入園を決定します。
※ 心身の発育、発達に不安のある児童は
申し込みの際に相談してください。

※ ０歳児は受け入れができない場合があ
りますので、事前に相談してください。 

【提出書類】
　入園申込書、保護者の就労状況証明書（雇用証明書、
就労証明書など）
　用紙については、各保育園、町民課にあります。
必要書類の説明もしますので、11月中に取りにきて
ください。
【広域入所】
　町内に住む人で、仕事の関係などで近隣の市町の保
育園（所）に入園（所）希望する場合は相談してください。
【保育料】
　保育料は児童の保護者に対して、課税された所得
税・町民税の額で決定します。
　（申込後、源泉徴収票などをご提出ください。）

　平成23年４月から、なないろキッズの利用を希望する方は、「入会申請書等」に必要
な事項を記入の上、役場町民課まで提出してください。
　入会関係書類は、役場町民課にあります。

【利用日時】　平成23年４月１日㈮から
【利用対象】　 松野町内の小学校に通学している１年生からおおむね３年生までの児童。

（４年生～６年生も可）ただし、保護者が就労などの理由により帰宅して
も児童のみで家にいなければならない場合のみ

【実施場所】　森の国ふれあいセンター（松野町大字松丸941番地）
【実施日および時間】　平日（月～金）放課後開始から午後６時
　　　　　　長期休業日等（月～金）午前８時～午後６時
【休　所　日】　土・日・祝祭日・年末年始（12／ 29 ～１／３）・
　　　　　　お盆（８／ 13～16）
【利　用　料】　児童１人につき月額4,000円および障害保険加入金
　　　　　　（東小学校区の方：別途送迎バス定期代1,000円必要）
【申込締切】　４月１日から利用希望の場合は、平成23年２月25日㈮まで
　　　　　　※それ以外の利用希望の場合は、随時受付致します。

　
延
野
々
谷
中
邦
喜
さ
ん
の
畑

で
、
邦
喜
さ
ん
と
洋
子
さ
ん
ご
夫

婦
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
さ
つ
ま

芋
が
た
く
さ
ん
実
り
、
今
年
も
11

月
5
日
㈮
に
松
丸
保
育
園
の
年

長
、
年
中
組
47
名
が
招
待
さ
れ
、

秋
空
の
も
と
で
楽
し
い
芋
掘
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
土
の
つ
い
た
お
芋
を
手
に
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
歓
声
を
あ
げ
て

楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
さ
つ
ま
芋

は
、
家
族
の
お
土
産
や
保
育
園
の

ポ
テ
ト
パ
ー
テ
ィ
、
給
食
や
お
や

つ
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
き
っ
と
お

い
し
い
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
が
出
来

る
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　

　
松
丸
保
育
園
で
は
毎
年
、
谷
中

さ
ん
の
ご
好
意
で
い
も
掘
り
体
験

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
野
生

保
育
園
で
も
、
11
月
２
日
㈫
に
有

馬
義
幸
さ
ん
の
畑
で
17
名
の
園
児

が
芋
掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今

年
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

支
援
で
楽
し
い
お
芋
ほ
り
が
で
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
澤
村
篤
一
氏
提
供
）

楽
し
い
、

お
い
も
掘
り

　平成23年４月から、町内保育園へ入園希望する方は、「入園申込書」に必要
な事項を記入の上、「添付資料」を添えて12月14日までに提出してください。
　入園申し込み書や就労証明書並びに就労状況調査票などは、各保育園、町民
課に備えてあります。
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　日本年金機構では、国民年金保険料を納め忘れの方に対して、電話・文
書・訪問などによる納付のご案内や免除等の申請手続きのご案内を、民間
事業者へ委託しています。

【振り込め詐欺などにご注意!!】
　委託事業者が電話で納付の案内を行う場合は、お客様の納付状況を確認
しながら、厚生労働省（日本年金機構）が発行する納付書により、最寄り
の金融機関やコンビニエンスストアなどで保険料を納めていただくよう依
頼します。このため、銀行の口座番号を指定し、ＡＴＭの操作により保険
料の振り込みをお願いすることはありません。
　委託事業者の「納付督励員」が訪問して保険料をお預かりする場合、身
分証（納付督励員証明証）を提示し、厚生労働省（日本年金機構）が発行
する納付書を持っている「納付督励員」に限り、保険料をお預かりするこ
とが可能となっています。
＊ 身分証、納付書を持っていない人が、保険料をお預かりすることは決し
てありません。

町　の　人　口

狩猟事故をなくそう！ 年金コーナー

国民年金保険料の収納業務を民間委託しています。

◇世帯数 1,949世帯（－３世帯）
◇総人口  4,489人  （－３人）
男2,133人　　女2,356人
（10月中の異動）

  出生   １ 人  死亡    ６人
  転入   ７ 人  転出    ５人

平成22年10月31日現在
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の
国
の
秋

12月の休日当番医

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成22年12月５日㈰ 鎌 野 病 院
広小路　☎（24）6611

沖 循 環 器 内 科 医 院
新田町　☎（25）3335

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

溜 尾 整 形 外 科 医 院
吉田町　☎（52）3133

平成22年12月12日㈰ 宍戸脳神経クリニック
堀端町　☎（22）0597

山 本 内 科 医 院
本町追手　☎（22）5100

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

橋本内科クリニック
吉田町　☎（52）0808

平成22年12月19日㈰ 上 田 外 科
広小路　☎（25）0100

楠 崎 内 科
本町追手　☎（24）2211

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

あ べ 医 院
津島町　☎（32）2616

平成22年12月23日㈷ 友 松 外 科・ 胃 腸 科
鶴島町　☎（22）0410

中 山 内 科 胃 腸 科
堀端町　☎（22）0707

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

口羽外科胃腸科医院
津島町　☎（32）5000

平成22年12月26日㈰ 河野整形外科クリニック
丸之内　☎（22）1822

石 川 循 環 器 科 内 科
中沢町　☎（20）0320

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

永 井 内 科 医 院
津島町　☎（32）6688

～ちょっとした不注意、気の緩みが事故原因～
　今年も、11月15日から狩猟が解禁となりま
した。毎年、期間中にハンターによる狩猟事
故が起こっています。
　正しいマナーと安
全確認で事故のない
狩猟に努めましょう。

 事故防止対策

○　矢先の安全確認
　☆ 周りの状況を確認し「ゆとりのある狩猟」
につとめること。

○　獲物の確認
　☆ 獲物の確認は確実に行い、獲物が確認で

きない場合は、「人かも知れない」と考
え発射しない事。

○　狩服に注意
　☆ 猟場では迷彩色、迷彩帽をさけ、目立つ
色彩の服装に心がける事

○　脱包の施行
　☆ 発射する直前まではタマを装てんするこ

となく、必ずタマを抜いておく

年末の交通安全県民運動
12月21日㈫～12月31日㈮

おもいやり　愛があふれる　伊予の道

運動重点目標　１、高齢者の交通事故防止
　　　　　　　２、飲酒運転の根絶
　　　　　　　３、 夕暮れ時・夜間の交通事故防止

“夕暮れ時のライト点灯・
前照灯こまめな切り替えで事故防止”

平成22年10月から事業者が
変わりました。

ご案内させていただく事業者
（宇和島年金事務所）
㈱アイヴィジット

問い合わせ先　☎0120-989-428
大阪コールセンター

▲写真　柳野　治示氏

▲写真
　松田　卓ニ氏

詳しくは、お近くの「年金事務所」「年金相談センター」または「ねんきんダ
イヤル」☎0570－05－1165（平日８：30～17：15）までお問い合わせください。
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